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「GIGAスクールに関わる最近の動向」



紹介
•専門分野：技術教育学 博士（学校教育）

•主な研究テーマ
技術教育における知財学習，ロボット学習，教材開発etc

※第5回TEPIA知的財産学術奨励賞・日本知財学会特別賞(2012)
文部科学大臣表彰科学技術賞(2015)

•長野県ICT教育センター長（R4)

•NHK高専ロボコン審査委員長，
日本産業技術教育学会会長等

https://mura-lab.info



本日のお話

• 教育DXについて

• 学習者用デジタル教科書について

• デジタルシティズンシップについて
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※文部科学省(2022)全国の学校における働き方改革事例集(改訂版)







※信州大学教育学部附属松本小学校：学校のDX
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・4年⽣の社会科は地域学習が中⼼。副読本を使⽤する単元も多いため、必
要な部分だけを選んで活⽤している
・ヒートマップ表示から、6年歴史編では本⽂にログが集中するのに対し、5
年では本⽂よりも周辺の資料やコラムにログが集まる傾向がある

※先端教育：学習ログの収集・分析からデジタル教科書の可能性を拓く[AD]
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※⻑野市⽴⻑野中学校(2021)英語デジタル教科書の活用について
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情報モラルとは？

• 「情報社会を生きぬき，健全に発展させていく上で，すべての
国民が身につけておくべき考え方や態度」

• 他者への影響を考え、人権、知的財産権など自他の権利を尊
重し情報社会での行動に責任をもつことや、危険回避など情
報を正しく安全に利用できること、コンピュータなどの情報機器
の使用による健康とのかかわりを理解することなどの内容

引用：文部科学省（2008）「教育の情報化に関する手引き」





デジタル・シティズンシップ教育とは？

• 現在の『情報モラル教育』は、個々の安全な利用を学ぶ

• 『デジタル・シティズンシップ教育』は人権と民主主義の
ための善き社会を創る市民となることを目指す

• 個人のモラル教育ではなく、パブリックなモラル教育

• 利用を躊躇させる情緒的抑制から、賢く使う合理的活
用ができる人へ

今村久美（2020）Withコロナ社会において、いま検討すべきこと

禁止教育から子ども主体の教育へ



著作権指導を考える

• 無断使用はダメ，それは違法

• 作者 に 了解 を 得る（ 許諾 を 得る）」 という
手段 が 抜けがち

• 著作権法：第1条 著作権を保護する目的は
文化の発展にある

• 著作権は創造性の教育の視点が重要



作者自身の意思表示を明示

引用：ギジュツドットコム：ロボコン報告書2021

著作者自身がその著作物をどう
扱って欲しいかの意思を示す
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※STEAM Library


